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第11回 ホームカミングデイ開催報告

　卒業生の皆さまにおかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

　令和 7 年度は、ホームカミングデイが 2 年振りの開催となり、会員相互の交流・親睦

並びに大学と同窓会連合会との相互の連携を深めることができました。

　歓迎式典に続いての大学の研究発表は、本県産業に関連しており、その成果に期待を

持たせるものでした。又、学生の活動報告も今後の大学と地域との交流を深める意味で

示唆に富んだものでした。

　懇親会では、学生のアカペラを堪能しながら、恒例の抽選を楽しみ、和気あいあいと

した雰囲気の中で、更に交流を深めることができました。今後は開催が隔年となります

ので、令和 9年度の開催をお楽しみにして下さい。

　開催に向けた大学のスタッフの皆さま方のご努力に感謝申し上げ、大学と同窓会連合会・

会員同志の絆・交流が益々深まって行くことを期待しています。

　令和7年 10月 4日、宮崎大学創立330記念交流会館（木花キャンパス）において、
第 11 回ホームカミングデイを開催しました。当日は約 120 名の皆さまにご参加い
ただき、会場は大いに賑わいました。
　歓迎式典は、鮫島学長ならびに橋口同窓会連合会会長よりご挨拶を頂戴し、和やか
な雰囲気の中で開会されました。
　研究発表では、教育学部 3 年の地神穂香さんによる「音楽探検隊」、工学研究科 1
年の古閑軸さんによる「宮崎の農業を侵害動物から守る！！ ～ミベーラの進撃～」、
さらに農学部・農学部門動植物資源生命科学領域の佐伯雄一教授による「宮崎に特徴
的なダイズ生産と温室効果ガス削減効果」についてご講演いただきました。
　「学生さんの発表は、とても意欲的で将来性を感じさせるものであり、今後のさら
なる成長への期待が高まりました。」また、佐伯教授のご講演については「専門性が
高く奥深い内容でありながら、私たちの生活にも密接に関わるテーマで、非常に興味
深いものでした」との声が参加の皆さまから寄せられました。
　懇親会では、アカペラ部 B.O.I による心温まる演奏が披露されたほか、宮崎大学発
のベンチャー企業である Smolt の商品や、本学にゆかりのある食品・特産品が振る
舞われました。さらに抽選会も行われ、会場は終始笑顔に包まれ、大いに盛り上がり
ました。
　参加された方からは、「学生時代を思い出し、初心に戻ってこれからの仕事も頑張
ろうと思った」といった感想もいただき、世代を越えた交流の意義を改めて感じる一
日となりました。実行委員、各学部同窓会、事務局等ご協力いただきました皆さまに
心よりお礼申し上げます。
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• 支部会・県人会・クラス会・OB/OG 会 開催の報告を、本会会
誌「篠懸」や HP で紹介をしております。同期・恩師・先輩・
後輩と世代を超えた交流の場となっており、本会も積極的に活
動のお手伝いをしている事業の一つです。
• 9 月 12 日（土）宮崎観光ホテルにて、令和 8 年度「講演会・
懇親会」を開催します。

　令和 8年度は、在校生と卒業生の交流をさらに深めるため、昨
年度に初めて開催した看護学科同窓生交流会を継続し、世代や所
属を越えて学び合い、支え合える場の充実を図ります。昨年度の
交流会には卒業生・在校生約 20 名が参加し、学生時代の思い出
や近況を語り合う貴重な機会となりました。また、在校生の学修
やキャリア形成を支援する活動にも取り組み、同窓会を在校生・
卒業生がともに育てる生涯にわたるつながりの場として発展させ
てまいります。
　最新の活動内容やお知らせは、右記
ホームページにて随時掲載しておりま
すので、ぜひご覧ください。

各学部別同窓会の
活動報告・お知らせ
各学部別同窓会の
活動報告・お知らせ

教育学部（木犀会）

工学部同窓会

医学部医学科同窓会（篠懸会）

農学部同窓会（船塚会）

医学部看護学科同窓会

地域資源創成学部同窓会

　今年も宮崎大学工学部同窓会から宮崎大学基金へ 100 万円と
工学部へ 60 万円の寄附の贈呈を行いました。鮫島学長と鈴木学
部長から「学生の支えになるよう有効に使わせていただきます」
と謝辞が述べられました。

　2026 年版のみやざき就勝ガイドを 11 月に
プログラムごとに配布を行いました。今回の
ガイドは、各企業のアピールポイントに加え
基本情報を定型化し比較検討しやすく工夫し
ました。ひなた応援団企業としても活動を開
始し 91 社の県内企業と共に大学との絆を深め
てまいります。

• 令和 7 年度同窓会主催
の「卒業生歓送会」を
実施し 13 名の優秀学生
に対して「同窓会長表
彰」を行い、全員に同
窓会のしおりを配布し
ました。令和 8 年度農学部、同窓会共催の新入生歓迎会は大学
全体の入学式終了後に実施し、國武農学部長の歓迎の挨拶、岩
切同窓会長の激励の挨拶、新入生代表謝辞、最後に記念写真の
撮影を行い､終了後に、記念品を配布しました。

• 令和8年度の通常総会を5月23日（土）、
ひまわり荘で開催しました。本年度の
参加者は岩切会長を初め副会長他、委
任状参加者を含め総勢 102 名となり、
盛大におこなわれました。昨年度実績
並びに本年度の計画、予算案並びに新
役員体制など承認議決されました。総
会終了後、地域共創・異分野融合推進
部門の中村薫先生の講演、懇親会を実
施しました。　　

　令和 7 年度は、学部主催の
キャリアクロストークへの参加
をはじめとして、在学生の進路
を考えるお手伝いをさせていた
だきました。
　令和 8 年度には学部創設 10
周年を迎えます。引き続き在学
生と卒業生や卒業生同士がつな
がる機会を積極的に設ける予定
としております。

■「宮崎大学基金へ100万円と
     工学部へ60万円（工学部学生の教育支援）を寄贈」

○ 令和 8年 2月 23日（月）
○ 会場：ホテルニューウェルシティー宮崎

○ 日時：令和9年 2月 23日（火）10：30～ 14：00
○ 会場：ホテルニューウェルシティー宮崎
○ 会費：3,000円

■母校創立141周年記念同窓会の様子

■母校創立142周年記念同窓会の予定 ■「2026年版みやざき就勝ガイド」発行・配布

令和7年度（昨年） 「講演会・懇親会」集合写真

令和７年度卒業生歓送会（優秀学生表彰者と記念撮影）

講演会・懇親会
申込フォーム

ホームページ

支部会・県人会・
クラス会情報

予定活動等

●10周年記念事業
●在学生相談会
●同窓会内での近況報告
　（電子版）の作成
●同窓会の開催（年1回予定）

令和８年度新入生歓迎会
（岩切同窓会長激励の挨拶）

令和8年度通常総会

同窓会
ホーム
ページ

同窓会
ホーム
ページ

同窓会
ホーム
ページ

同窓会
ホーム
ページ

同窓会
ホーム
ページ
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　卒業後 54 年が経過しました。振り
返ってみると、怒涛の如く突き進んだ、
波乱万丈の充実過ぎる激動の人生だっ
たように思います。この間、小学校６
校を駆け巡るとともに、教育行政機関
８部署を経験し、退職後は母校宮崎大
学の非常勤として 11 年間も勤めると
いう、まさに “教職漬け” の人生でも
ありました。終止符を打ったつもりでしたが、今また教育学部の
同窓会組織である「木犀会」の役員として、日々母校愛を発揮し
ています。これまでに学んだことは、「何事も経験、何でも挑戦」
です。酸いも甘いも嚙み分け、清濁併せ吞むことも…。ピンチを
チャンスにして、挑戦し続けることが生きる力となりました。体
力・気力・知力の続く限り、愛すべき宮崎大学のために、微力を
尽くしていきたいと思う今日この頃です。宮崎大学の益々の充実・
発展を願いながら…。

満丸 洋一さん
（昭和47年 教育学部小学課程 卒業）
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　昭和54年入学した6期生です。卒後は救急医療がやりたく、福岡・
鹿児島・愛知など転々としました。1999 年宮大に救急部が出来た
際に宮崎に戻り、臨床解剖実習など行いました。その後、宮崎善仁
会病院・宮崎市郡医師会病院など救急を立ち上げました。2021 年
60 歳になり、実家の
ある東広島の井野口病
院に移動し救急総合
診療という怪しげな診
療科で活動してます。
東広島は救急医療過
疎地のためメディカル
コントロール体制を整
えております。

廣兼 民徳さん
（昭和60年 医学部（宮崎医科大学）卒業）

　私は宮崎大学を卒業後、三井金属株式会社に入社し、現在はそ
の子会社である三井金属エンジニアリング株式会社に出向して東

京で勤務しています。プラン
トエンジニアとして毎日新た
な発見、学びがあり新鮮な日々
を送っております。田舎生ま
れ田舎育ちということもあり、
満員電車での通勤は大変でし
たが今ではすっかり慣れて休
日は観光を楽しんでいます。
信頼されるプラントエンジニ
アになれるようにこれからも
頑張ります！

糸永 幸晴さん
（令和７年 電気電子工学プログラム 卒業）

　令和７年11月から「みやこの会大分」
の会長を拝命することになりました。
　みやこの会の「みやこの」とは一体何
だろうと昔から疑問に思っていました。
　そこで同校先輩の父に聞いたところ、
同窓会立上げ時の先輩方が「宮崎高等農
林学校」を非常に愛しており、「宮髙農」
＝「みやこの」として発足したとのこと
です。
　大分県は農学系の大学がないことから、行政を中心に「みやこ
の会」のネットワークが非常に機能しています。先輩後輩の厚い
絆で仕事がスムーズに進む事案もよく耳にします。
　私が 4 年生の時に、船塚から木花に大学が移転しました。夏休
みは毎日引っ越しに追われましたが、新しい研究室のあの匂いは
記憶の中で未だに息づいています。 　
　船塚と木花の両方を知る第 1 期生として、宮崎大学農学部の伝
統と記憶を、未来に引き継ぐ事を心に誓う今日この頃です。

河野 智久さん
（昭和60年 農学部林学科卒（F57）卒業）

　私は現在、宮崎市役所の市街地整備課
に勤務しています。その中で、予算編成
や支払処理等、予算に係る業務を行って
います。入庁してから３ヶ月弱が経ちます
が、少しずつ環境と業務に慣れてきてい
るところです。
　社会人になるとともに、一人暮らしも
始めました。料理や掃除の大変さを目の

当たりにし、実家のありがたみを感じています。
　何もかもが新しいことだらけで不安もありますが、今を楽しんで
いこうと思います！

木下 天馬さん
（令和7年 地域資源創成学部 地域資源創成学科卒業）

　長くお世話になった大学病院を離れ、現在は訪問看護ステーショ
ンの立ち上げに取り組んでいます。日々、多くの方とのご縁や支え

を感じながら、新しい挑戦を続けています。
最近、ブラジリアン柔術も始めました。あ
まり激しく動かなくても楽しめる “大人の
格闘技” ですが、筋肉痛はなかなか絶えま
せん。それでも年齢に合わせて無理をせず、
自分のペースで少しずつ上達していけた
らと思い日々頑張っています。興味のあ
る方はぜひ一緒に。

河野 史郎さん
（平成19年 医学部看護学科卒業）
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　宮崎大学は、2026 年 3 月 23 日（月）より、宮崎市の「大学版
ふるさと納税」に参加しました。本事業は、地域や大学を応援した
い方のための教育機関支援に特化したふるさと納税サービスです。
寄附を通じて大学の教育・研究活動を支援できるほか、活動状況や
成果を定期的に知ることができるため、大学をより身近に感じなが
ら応援いただけます。

　皆さまから心温まるご支援をいただき、学生たちの学びや生活への支援活動を実施することができました。
　令和7年10月14日から10月30日にかけて、経済的に困難を抱える学生への支援として、農学部生が実習で生産した美味しい新米（2kg）を、
1人1袋無料で配付しました。今回は合計2,940袋を用意し、多くの学生に届けることができました。また、この取り組みには日本学生支援機構の「物
価高に対する食の支援事業」による助成金も活用しています。
　近年の米価の上昇やアンケート結果から、「食」に関する支援へのニーズが高まっている
ことがわかり、農学部の協力を得て実現した企画です。木花・清武の両キャンパス及び錦
本町ひなたキャンパスにおいて配付を行うなど、より利用しやすい形を工夫しました。
　学生からは、「今回の企画により、同じ大学の学生が作ったお米を食べるという貴重な機
会を得たとともに、日々の食生活の負担を軽減できました。」といった喜びの声が寄せられ、
私たちにとっても大きな励みとなりました。
　また、この取り組みはテレビや新聞でも紹介され、本学の支援活動を多くの方に知って
いただくきっかけにもなりました。
　これからも、学生一人ひとりの声に耳を傾けながら、役立つ支援を考え、続けてまいります。
皆さまの温かいご支援に、あらためて心より感謝申し上げます。

「ふるさと納税」で宮崎大学を応援できるようになりました！

農学部生が生産した美味しいお米で学生に食の支援

information

皆さまからのご寄附が、 学生の学びと挑戦を支える大きな力となります。
宮崎大学基金へのご協力をお願いいたします。

https://www.miyazaki-u.ac.jp/kikin/

検索宮崎大学関連商品
https://www.miyazaki-u.ac.jp/kikin/

検索宮崎大学基金

詳細・お申込みは
こちらから

宮崎大学　ふるさと納税

スマホからも
寄附が
できます

みやだい特選2点セット みやだいコラボスイーツ

みやだいブルーベリー葉セット

たくさんの新米が並ぶ会場 もうくんと一緒に記念撮影

新米を受け取った学生達 農学部生の水田実習風景

希少な宮崎在来種大豆セット

みやだいお菓子2点セット

宮崎大学基金（一般基金）
の

寄附特典として

「宮崎大学関連商品」を
お送りしています。

A-2

C-1

A-4

B-1

A-6

編集発行 国立大学法人宮崎大学同窓会連合会事務局 令和8年7月発行

〒889-2192 宮崎市学園木花台西1丁目1番地
（0985）58-7790

宮崎大学　同窓会連合会宮崎大学同窓会連合会ホームページ

dousou-rengo@miyazaki-u.ac.jp
宮大Instagram 宮大YouTube宮大Facebook

みなさんからのたくさんの
『いいね！』をお待ちしております。

宮崎大学に関する情報を発信します。 公式YouTubeチャンネルで
宮大がわかる動画が500本以上!

@miyazakidaigaku Myaoh.TV

修学支援事業基金による活動状況
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